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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 417,749 8.9 29,279 20.5 30,464 19.8 19,383 10.7

2024年３月期第３四半期 383,753 7.2 24,292 43.2 25,425 40.2 17,507 50.3

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 19,554百万円 （△7.5％） 2024年３月期第３四半期 21,140百万円 （83.0％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 163.06 162.72

2024年３月期第３四半期 145.48 145.33

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 515,355 370,758 70.6

2024年３月期 514,647 368,055 70.3

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 363,987百万円 2024年３月期 361,944百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 50.00 － 55.00 105.00

2025年３月期 － 55.00 －

2025年３月期（予想） 55.00 110.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 600,000 5.0 40,000 2.0 40,500 0.3 27,000 △1.7 226.17

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 133,000,000株 2024年３月期 133,000,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 14,813,200株 2024年３月期 13,622,197株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 118,871,944株 2024年３月期３Ｑ 120,344,344株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　－社　（社名）　、　除外　2社　（社名）　浜松ＮＤＳ株式会社　、　株式会社ＣａＮ－ＴＥＣ

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②  ①以外の会計方針の変更               ： 無

③  会計上の見積りの変更                 ： 無

④  修正再表示                           ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件

及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況　(３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、インバウンド需要等による個人消費の回復や株価上昇の流れ

により、景気の緩やかな回復が続いておりましたが、エネルギー価格及び原材料価格の高騰、また、ウクライナや

中東などの世界情勢、金融資本市場の変動等に注視する必要があります。

　コムシスグループを取り巻く事業環境につきましては、通信インフラ分野においては、デジタルインフラの強靭

化等に対応したデータセンター間相互接続の需要が拡大、首都圏過密地域ではモバイルトラヒック増による通信品

質問題への対応が進められております。また、ワイヤレスサービスによるデジタルビジネス拡大に向けて、５Ｇ普

及のための新たなインフラ整備（ミリ波・Ｓｕｂ６）の方向性が示されており、中期的にはＮＴＴグループをはじ

め、通信事業者における次世代の通信インフラ整備（ＩＯＷＮ・６Ｇの実用化など）に向けた投資が期待されると

ころであります。

　ＩＴソリューション分野においては、市場全体が継続的に拡大しております。近年はデジタル技術による社会の

課題解決に向けて行政・教育・医療・防災等の分野においてデータ連携基盤の整備が進められております。

　社会インフラ分野においては、データセンターや半導体工場の建設、都市部では大規模再開発プロジェクトが進

められております。さらに、激甚化・頻発化する自然災害などに対応した防災・減災、国土強靭化が推進されてお

ります。国土形成計画においては、インフラのハード面の機能とＩＣＴ技術を活用したソフト施策を組み合わせた

インフラの複合化・多機能化・効果最大化を図ることが求められており、東京都の防災計画「ＴＯＫＹＯ強靭化プ

ロジェクト」においても同様の取り組みが進められております。また、2050年カーボンニュートラルの実現に向け

た再生可能エネルギー分野へのＧＸ成長投資も期待されております。

　コムシスグループといたしましては、通信キャリア事業においては、10Ｇインターネット光回線の需要に向けた

開通工事、都市部を中心とした通信品質対応工事など既存事業に加え、地域ブランドの強みを最大限に活かした周

辺ビジネスの拡大、インフラシェアリング事業など新規顧客獲得に向けた営業力強化、コムシスグループ全体最適

化（エリアマネジメント体制の強化、アクセス・モバイル事業一体運営）など事業基盤強化に取り組んでおりま

す。また、能登半島における地震、豪雨など自然災害による被災地域の通信設備復旧に、グループ一丸となって取

り組んでおります。

　ＩＴソリューション事業においては、アライアンスパートナーとの協業による大型案件の獲得、通信キャリア事

業との連携によるリソースマネジメント及びプロジェクトマネジメントなど体制強化に取り組んでおります。今後

はＩＴ投資の最大マーケットである首都圏での一体運営強化及びフルレイヤソリューションの提供により新規事業

領域の拡大を図ってまいります。

　社会システム関連事業等においては、グループ連携による大型高速道路案件、無電柱化案件、大規模建物電気設

備の受注、首都圏大型再開発案件の受注などトップラインの拡大に加え、需要が高まっているデータセンター間伝

送路工事を実施しております。引き続き堅調なデータセンターの受注拡大、グループ全体での技術者育成、人材リ

ソースの柔軟な流動に取り組んでまいります。

　今後とも、ＤＸを活用した生産性向上、多様で柔軟な働き方改革の深化など、コムシスグループの経営基盤強化

を図ってまいります。また、サステナビリティの取り組みとして、引き続き温室効果ガス排出削減に向けて積極的

に取り組み、ＳＤＧｓの目指す社会の実現に貢献するとともに、コムシスグループの持続的成長を図ってまいりま

す。

　このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間につきましては、受注高482,946百万円（前年同期比8.1％

増）、売上高は417,749百万円（前年同期比8.9％増）となりました。また、損益につきましては、営業利益は

29,279百万円（前年同期比20.5％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は19,383百万円（前年同期比

10.7％増）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、未成工事支出金等が増加したことなどにより前連結会計年度末に比べ

707百万円増加し515,355百万円、負債は、支払手形・工事未払金等が減少したことなどにより前連結会計年度末に

比べ1,994百万円減少し144,596百万円となっております。

　また、純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加などにより前連結会計年度末に比

べ2,702百万円増加し、370,758百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年３月期の通期連結業績予想につきましては、2024年５月10日に発表いたしました業績予想から変更はござ

いません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 52,500 55,942

受取手形・完成工事未収入金等 177,266 153,982

未成工事支出金等 43,183 61,487

その他の棚卸資産 6,009 6,222

その他 23,523 28,689

貸倒引当金 △136 △129

流動資産合計 302,347 306,194

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 45,989 44,629

土地 76,409 76,251

その他（純額） 25,012 25,489

有形固定資産合計 147,410 146,371

無形固定資産

のれん 568 251

その他 5,251 4,800

無形固定資産合計 5,820 5,051

投資その他の資産

投資有価証券 32,939 31,299

その他 28,994 29,310

貸倒引当金 △2,864 △2,872

投資その他の資産合計 59,069 57,737

固定資産合計 212,300 209,160

資産合計 514,647 515,355

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 77,250 66,323

短期借入金 3,984 10,010

未払法人税等 6,463 5,531

未成工事受入金 8,263 8,661

引当金 216 326

その他 28,148 31,958

流動負債合計 124,327 122,810

固定負債

長期借入金 70 18

再評価に係る繰延税金負債 1,213 1,213

退職給付に係る負債 13,165 13,619

役員退職慰労引当金 615 562

環境対策引当金 400 400

その他 6,799 5,972

固定負債合計 22,263 21,786

負債合計 146,591 144,596

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 75,304 75,441

利益剰余金 300,918 307,215

自己株式 △31,857 △35,732

株主資本合計 354,364 356,924

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,119 9,022

繰延ヘッジ損益 1 0

土地再評価差額金 △7,303 △7,303

退職給付に係る調整累計額 5,762 5,343

その他の包括利益累計額合計 7,580 7,063

新株予約権 1,029 1,090

非支配株主持分 5,081 5,679

純資産合計 368,055 370,758

負債純資産合計 514,647 515,355
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 383,753 417,749

売上原価 333,491 361,121

売上総利益 50,262 56,627

販売費及び一般管理費 25,969 27,347

営業利益 24,292 29,279

営業外収益

受取利息 15 16

受取配当金 798 849

その他 595 564

営業外収益合計 1,409 1,430

営業外費用

支払利息 14 19

賃貸費用 70 104

遊休資産費用 61 36

その他 131 83

営業外費用合計 277 245

経常利益 25,425 30,464

特別利益

固定資産売却益 1,831 39

投資有価証券売却益 22 265

その他 280 17

特別利益合計 2,134 321

特別損失

固定資産除却損 104 346

固定資産圧縮損 660 －

その他 428 650

特別損失合計 1,193 996

税金等調整前四半期純利益 26,366 29,789

法人税等 8,657 9,734

四半期純利益 17,708 20,054

非支配株主に帰属する四半期純利益 200 670

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,507 19,383

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

四半期純利益 17,708 20,054

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,365 △79

繰延ヘッジ損益 20 △1

退職給付に係る調整額 45 △418

その他の包括利益合計 3,432 △499

四半期包括利益 21,140 19,554

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20,917 18,866

非支配株主に係る四半期包括利益 223 688

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 7 -

コムシスホールディングス株式会社（1721） 2025年３月期 第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算定しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

日本

コムシス

グループ

サンワ

コムシス

エンジニア

リング

グループ

ＴＯＳＹＳ

グループ

つうけん

グループ

ＮＤＳ

グループ

ＳＹＳＫＥＮ

グループ

北陸電話

工事

グループ

コムシス

情報

システム

グループ

計

売上高

　通信インフラ 63,541 30,582 15,312 25,065 30,392 14,371 8,207 － 187,473

　ＩＴソリュー

　ション
35,593 4,182 1,593 11,693 12,019 1,660 1,137 9,266 77,146

　社会システム 72,650 7,799 5,967 8,675 15,010 5,508 2,089 － 117,701

外部顧客への

売上高
171,785 42,564 22,874 45,433 57,423 21,540 11,434 9,266 382,321

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

5,413 1,127 729 2,449 332 710 344 1,692 12,799

 計 177,199 43,691 23,603 47,883 57,755 22,250 11,778 10,959 395,120

セグメント利益

又は損失（△）
9,759 2,705 1,214 4,275 3,639 662 567 1,110 23,935

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

売上高

　通信インフラ － 187,473 － 187,473

　ＩＴソリュー

　ション
－ 77,146 － 77,146

　社会システム 1,431 119,133 － 119,133

外部顧客への

売上高
1,431 383,753 － 383,753

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

16,779 29,578 △29,578 －

 計 18,211 413,332 △29,578 383,753

セグメント利益

又は損失（△）
13,651 37,586 △13,294 24,292

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は、人材派遣事業、シェアードサービス事業等及び事業セグメントに帰属しない当社（純

粋持株会社）であります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、当社及びセグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「つうけんグループ」セグメントにおいて、処分の意思決定がされた固定資産について、帳簿価額を正

味売却価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては79百万円であります。

「ＳＹＳＫＥＮグループ」セグメントにおいて、解体撤去費用の新たな情報が入手されたことに伴い、

会計上の見積りの変更に伴って計上した有形固定資産について減損損失として計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては８百万円であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

日本

コムシス

グループ

サンワ

コムシス

エンジニア

リング

グループ

ＴＯＳＹＳ

グループ

つうけん

グループ

ＮＤＳ

グループ

ＳＹＳＫＥＮ

グループ

北陸電話

工事

グループ

コムシス

情報

システム

グループ

計

売上高

　通信インフラ 68,484 24,593 17,906 26,410 29,634 15,168 9,277 － 191,476

　ＩＴソリュー

　ション
34,672 2,398 2,157 12,109 13,577 1,818 1,110 12,687 80,532

　社会システム 102,482 2,007 5,615 8,936 18,048 5,108 2,131 － 144,330

外部顧客への

売上高
205,640 28,999 25,680 47,455 61,260 22,095 12,520 12,687 416,339

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

4,865 644 754 2,964 408 637 264 1,551 12,091

 計 210,505 29,643 26,435 50,419 61,669 22,732 12,785 14,239 428,431

セグメント利益

又は損失（△）
14,042 1,044 1,618 4,987 4,125 850 1,037 1,280 28,986

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

売上高

　通信インフラ － 191,476 － 191,476

　ＩＴソリュー

　ション
－ 80,532 － 80,532

　社会システム 1,409 145,739 － 145,739

外部顧客への

売上高
1,409 417,749 － 417,749

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

16,342 28,433 △28,433 －

 計 17,751 446,182 △28,433 417,749

セグメント利益

又は損失（△）
13,152 42,139 △12,859 29,279

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は、人材派遣事業、シェアードサービス事業等及び事業セグメントに帰属しない当社（純

粋持株会社）であります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、当社及びセグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「日本コムシスグループ」セグメントにおいて、処分の意思決定がされた固定資産について、帳簿価額

を備忘価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては72百万円であります。

「ＴＯＳＹＳグループ」セグメントにおいて、処分の意思決定がされた固定資産について、帳簿価額を

備忘価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては４百万円であります。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第３四半期連結会計期間末における自己株式の残高は、前連結会計年度末より3,875百万円増加し、35,732百万

円となっております。これらの主な要因は、以下のとおりであります。

自己株式の取得

　当社は2024年５月10日開催の取締役会の決議に基づき、2024年５月13日から2024年10月９日までの期間に自己

株式963千株を取得しております。また、2024年11月８日開催の取締役会の決議に基づき、2024年11月11日から

2024年12月31日までの期間に自己株式375千株を取得しております。この結果、当第３四半期連結累計期間にお

いて自己株式が4,225百万円増加しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

　　至　2024年12月31日）

減価償却費 7,700百万円 7,919百万円

のれんの償却額 813　〃 317　〃

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

- 12 -

コムシスホールディングス株式会社（1721） 2025年３月期 第３四半期決算短信



独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月７日

コムシスホールディングス株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 中川　隆之

指定社員
業務執行社員

公認会計士 宮島　章

指定社員
業務執行社員

公認会計士 増田　和年

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているコムシスホールディングス株式会社の2024年４月１日

から2025年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３

四半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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